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第

回 

 

南
阿
蘇
鉄
道
の
全
線
再
開 

 
 

 
 
 

※
２
０
２
３
年
７
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

「
こ
っ
ち
の
方
が
感
激
し
て
し
ま
っ

た
」
―
―
。
７
月

日
、
全
線
で
運
行

を
再
開
さ
せ
た
南
阿
蘇
鉄
道
（
南
鉄
、

熊
本
県
高
森
町
）
。
そ
の
始
発
を
担
っ

た
名
物
運
転
士
、
寺
本
顕
博
さ
ん
は
定

刻
通
り
に
終
点
の
立
野
駅
（
同
県
南
阿

蘇
村
）
に
到
着
後
、
涙
ぐ
ん
だ
。
沿
線

沿
い
の
家
々
や
水
田
の
あ
ぜ
道
で
多
く

の
人
が
運
転
再
開
を
祝
し
、
電
車
に
手

を
振
る
姿
に
感
極
ま
っ
た
。 

 

南
阿
蘇
鉄
道
は
２
０
１
６
年
４
月

日
の
熊
本
地
震
と
２
日
後
の
余
震
で
大

き
な
被
害
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
高
森
（
高

森
町
）
―
中
松
（
南
阿
蘇
村
）
間
、
７
・

１
㌔
の
運
行
だ
っ
た
。
こ
の
日
、
不
通

だ
っ
た
中
松
ー
立
野
（
南
阿
蘇
村
）
の

・
６
㌔
の
間
も
運
転
が
再
開
し
、
Ｊ

Ｒ
豊
肥
線
の
乗
り
入
れ
も
開
始
、
熊
本

市
中
心
部
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。 

 

始
発
列
車
は
午
前
６
時
、
２
両
編
成

で
高
森
駅
か
ら
出
発
し
た
。
軽
快
な
ト

ー
ク
で
沿
線
の
観
光
案
内
で
知
ら
れ
る

寺
本
さ
ん
だ
が
、
こ
の
日
は
「
ま
ず
は

安
全
に
気
を
つ
け
た
」
と
口
数
は
少
な

め
。
緊
張
は
隠
せ
な
か
っ
た
。 

 

高
森
を
出
て
見
晴
台
、
南
阿
蘇
白
川

水
源
、
阿
蘇
白
川
、
中
松
、
と
こ
れ
ま

で
運
行
し
て
い
た
区
間
を
通
り
、
南
阿

蘇
水
の
生
ま
れ
る
里
白
水
高
原
、
阿
蘇

下
田
城
、
長
陽
、
と
不
通
だ
っ
た
区
間

に
入
る
。
ど
の
駅
で
も
、
多
く
の
人
が

手
旗
を
振
り
「
お
か
え
り
」
と
声
を
か

け
る
。
横
断
幕
も
掲
げ
ら
れ
、
寺
本
さ

ん
に
花
束
が
贈
ら
れ
た
駅
も
あ
っ
た
。 

 
 

 

遠
く
か
ら
足
を
運
ぶ
人
も
。
京
都
市
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か
ら
来
た
男
子
大
学
生
は
「
南
鉄
の
不

通
区
間
が
全
国
で
唯
一
乗
れ
て
い
な
か

っ
た
区
間
な
の
で
、
再
会
の
日
に
乗
れ

て
う
れ
し
い
」
と
興
奮
気
味
に
話
し
た
。 

 

無
事
に
運
行
を
終
え
た
寺
本
さ
ん
は

「
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
特
別
な
一

日
に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。 

 

午
前

時
か
ら
は
高
森
駅
で
記
念
式

典
も
あ
っ
た
。
南
阿
蘇
鉄
道
社
長
で
高

森
町
の
草
村
大
成
町
長
は
地
震
発
生
当

時
を
振
り
返
り
、
「
廃
線
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
被
害
は
甚
大
だ
っ

た
」
と
延
べ
た
。
一
方
、
利
用
で
き
る

制
度
を
使
っ
て
全
線
運
行
再
開
ま
で
こ

ぎ
着
け
、
「
国
、
地
方
公
共
団
体
、
民

間
の
大
き
な
力
が
発
揮
さ
れ
た
お
手
本

の
よ
う
な
復
旧
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
」

と
胸
を
張
っ
た
。 

 

時

分
に
は
、
式
典
列
車
が
出
発
。

か
け
声
は
地
元
の
高
森
高
３
年
の
男
女

が
担
っ
た
。
２
人
は
こ
れ
ま
で
、
減
便

運
行
と
な
っ
て
い
た
南
鉄
で
は
時
間
が

合
わ
ず
通
学
に
使
え
な
か
っ
た
。
週
明

け
か
ら
は
念
願
の
列
車
通
学
だ
。
女
子

生
徒
は
「
南
鉄
は
景
気
が
良
い
の
で
来

週
か
ら
が
楽
し
み
。
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
る
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。 

 

再
び
動
き
出
し
た
南
阿
蘇
鉄
道
は
、

住
民
の
足
、
観
光
列
車
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
の
核
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。 

 


